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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穀類搬送ケースの上下端に軸支した上部プーリおよび下部プーリ間に、多数のバケット
を取り付けた搬送ベルトを懸架してなる穀類搬送昇降機において、
　穀類搬送ケースはその最下部が底抜け状を成し、かつ設置面に対する四脚構造として下
部プーリの下方が前後方向および左右方向に開放した開放空間を成しており、
　穀類搬送ケースの底部搬送路形成体は、搬送ベルトの懸架方向に対して左右に２分割さ
れていて上記四脚構造により形成される左右方向の開放空間にそれぞれ出し入れ自在に備
えているとともに、
　穀類搬送ケースの下部プーリ軸支部体は穀類搬送ケースの本体に対して上下スライド調
節自在に構成されており、
　上記２分割されていて左右方向の開放空間にそれぞれ出し入れ自在の底部搬送路形成体
は、上記下部プーリ軸支部体に装着する構成でかつ装着状態で互いに連結する構成であり
、
　穀類搬送ケースの設置面に対する四脚構造により形成される前後方向の空間は、設置面
上における残留物掃き出し空間を成している
ことを特徴とする穀類搬送昇降機における残留物排除装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　本発明は、穀類搬送ケースの上下端に軸支した上部プーリと下部プーリ間に、多数のバ
ケットを取り付けた搬送ベルトを懸架してなる穀類搬送昇降機において、穀類搬送ケース
内から残留穀類および残留塵埃などを容易かつ確実に排除することができる残留物排除装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　穀類搬送ケースの上下端に軸支した上下のプーリ間に、多数のバケットを取り付けた搬
送ベルトを懸架してなる穀類搬送昇降機は、穀類調製装置等において穀類を搬入搬出する
のに広く用いられている。そして、この種の穀類搬送昇降機において穀類搬送ケースの底
部搬送路形成体を抜き差し自在として、残留穀類を排除することができるように構成した
ものは、実願昭５９－８２５００号（実開昭６０－１９５８１７号）のマイクロフィルム
に記録されているものが知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　上記実願昭５９－８２５００号（実開昭６０－１９５８１７号）のマイクロフィルムに
記録されている穀類搬送昇降機によれば、作業終了時に搬送作動を短時間だけ継続したう
え穀類搬送ケース底部搬送路形成体を引き抜くことにより、穀類搬送ケース内に残留した
穀類を排除することができる。しかしながら、バケットや搬送ベルトあるいは穀類搬送ケ
ースの内面には粘性のある糠分とともに穀類や藁屑などの塵埃がが付着して取り残される
ので、作業終了時に搬送作動を短時間継続するだけでは内部を十分に清掃することが困難
である。
【０００４】
　このため、一作業の終了後に他の異種穀類を搬送する作業を行う場合などにあたっては
、異種穀類の混入を防ぐため、一作業の終了後に内部の清掃を行うが、その際に除去され
る残留物は、穀類搬送ケースの下に落ちるので、上記従来の穀類搬送昇降機のように、穀
類搬送ケースの底部搬送路形成体を引き抜くようにした構成のものでは、落とされた残留
物が穀類搬送ケースの底面上に滞留してしまい、それを穀類搬送ケースの底部搬送路形成
体を引き抜いた窓から外部に残さず掻き出すことは容易でないのが実状である。
【０００５】
　そこで本発明は、従来のこのような問題点を解消しようとするものであって、穀類搬送
ケースの最下部を底抜け状とし、かつ下部プーリの下方を周囲に開放した開放空間として
、穀類搬送ケースの底部搬送路形成体を上記開放空間に出し入れ自在に備えたことにより
、作業終了時に搬送作動を短時間だけ継続させて穀類搬送ケースの底部搬送路形成体を引
き抜いて残留穀類を排除した後、内部の清掃によって除去された残留物は底抜け状の穀類
搬送ケースから穀類搬送昇降機の設置面上に落として、容易かつ確実に排除することがで
きる穀類搬送昇降機における残留物排除装置を提供することを目的とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するための本発明に係る請求項１記載の穀類搬送昇降機は、穀類搬送ケ
ースの上下端に軸支した上部プーリおよび下部プーリ間に、多数のバケットを取り付けた
搬送ベルトを懸架してなる穀類搬送昇降機において、穀類搬送ケースはその最下部が底抜
け状を成し、かつ設置面に対する四脚構造として下部プーリの下方が前後方向および左右
方向に開放した開放空間を成しており、穀類搬送ケースの底部搬送路形成体は、搬送ベル
トの懸架方向に対して左右に２分割されていて上記四脚構造により形成される左右方向の
開放空間にそれぞれ出し入れ自在に備えているとともに、穀類搬送ケースの下部プーリ軸
支部体は穀類搬送ケースの本体に対して上下スライド調節自在に構成されており、上記２
分割されていて左右方向の開放空間にそれぞれ出し入れ自在の底部搬送路形成体は、上記
下部プーリ軸支部体に装着する構成でかつ装着状態で互いに連結する構成であり、穀類搬
送ケースの設置面に対する四脚構造により形成される前後方向の空間は、設置面上におけ
る残留物掃き出し空間を成していることを特徴とするものである。
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【０００８】
【発明の実施の形態】
　図１は本発明の一実施の形態に係る穀類搬送昇降機の全体正面図、図２はその一部の斜
視図、図３は穀類搬送ケースの底部搬送路形成体を引き出した態様を示す図２に対応する
斜視図である。
【０００９】
　図に示すように、１は穀類搬送昇降機である。この穀類搬送昇降機１は、穀類搬送ケー
ス２の上下端にそれぞれ軸支した上部プーリと下部プーリ３との間に、多数のバケット４
を取り付けた搬送ベルト５を懸架してなるものであって、上部プーリが回転駆動側、下部
プーリ３が従動側となっている。なお、上部プーリは図示していない。
【００１０】
　穀類搬送昇降機１の穀類搬送ケース２は、穀類排出樋６を備えた上部構造体７、中間筒
状構造体８および下部構造体９を一連に連結して構成されており、下部構造体９は、設置
面に対する四脚構造１０を成す本体に、下部プーリ３を軸支した下部プーリ軸支部体１１
を上下スライド調節自在に備え付けている。１２はその左右一対のスライド支持部であり
、下部プーリ軸支部体１１は、前後一対の調整ネジ機構１３による上下位置を調節するベ
ルト張り構造を備えている。
【００１１】
　穀類搬送ケース２は、その下部構造体９の最下部が底抜け状を成し、かつ下部プーリ３
の下方が周囲に開放した開放空間１４を成しているとともに、穀類搬送ケース２の底部搬
送路形成体１５は下部構造体９の下部プーリ軸支部体１１に着脱自在であって上記開放空
間１４に出し入れ自在となっている。この底部搬送路形成体１５は、搬送ベルト５の懸架
方向に対して左右に２分割されていて、装着状態で互いに連結する係止機構１６を備えて
いる。左右に２分割された底部搬送路形成体１５はそれぞれ把手１７を備えている。穀類
搬送ケース２の上記開放空間１４は、設置面上において前後方向に残留物掃き出し障害の
無い構成を成している（図３の矢印方向）。
【００１２】
　穀類搬送ケース２の下部構造体９において、下部プーリ３の上方に対応する部分は防塵
のための囲い構造１８を成していて、その囲い構造１８の上面は覆蓋１９で塞がれている
。この覆蓋１９は、下部プーリ３とその付近の点検等のために着脱自在である。２０はそ
のための把手である。
【００１３】
　以上のように構成された穀類搬送昇降機において、作業終了時に短時間だけ作動を継続
した後、左右の底部搬送路形成体１５を互いに連結している係止機構１６の係止を解除し
たうえ、左右の底部搬送路形成体１５をそれぞれ左右に引き出すことにより、残留穀類を
容易に排出することができる。
【００１４】
　また、さらに穀類搬送昇降機１の内部を清掃する場合には、左右の底部搬送路形成体１
５をそれぞれ左右に引き出したままとすれば、穀類搬送ケース２の最下部の開放空間１４
が開放状態となっているので、バケット４、搬送ベルト５または穀類搬送ケース２の内部
に付着していて掻き落とされた穀類や藁屑その他の塵埃等の残留物は、最下部の開放空間
１４から穀類搬送昇降機１の設置面上に堆積させることができる。そして、穀類搬送ケー
ス２の上記開放空間１４は、設置面上において前後方向に残留物掃き出し障害の無い構成
を成しているので、設置面上に堆積した残留物は、図３の矢印方向に容易かつ確実に掃き
出して排除することができる。
【００１５】
　穀類搬送ケース２を構成する下部構造体９においては、設置面に対する四脚構造１０を
成す本体に、下部プーリ３を軸支した下部プーリ軸支部体１１が上下スライド調節自在に
備え付けられており、底部搬送路形成体１５は下部プーリ軸支部体１１に装着されている
ので、搬送ベルト５の伸張に応じてベルト張り調節にかかわらず、下部プーリ３を回ると
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きのバケット５と底部搬送路形成体１５との間隔が常に一定（適間隔）に保たれる。この
ため、昇降搬送漏れによる残留穀物の量は最小限とすることができる。
【００１６】
【発明の効果】
　本発明によれば、穀類搬送ケースの最下部を底抜け状とし、かつ下部プーリの下方を周
囲に開放した開放空間として、穀類搬送ケースの底部搬送路形成体を上記開放空間に出し
入れ自在に備えたことにより、作業終了時に搬送作動を短時間だけ継続させて穀類搬送ケ
ースの底部搬送路形成体を引き抜いて残留穀類を排除した後、内部の清掃によって除去さ
れた残留物は底抜け状の穀類搬送ケースから穀類搬送昇降機の設置面上に落として、容易
かつ確実に排除することができる穀類搬送昇降機における残留物排除装置を提供すること
ができる。
【００１７】
　特に、穀類搬送ケースの下部プーリ軸支部体を穀類搬送ケースの本体に対して上下スラ
イド調節自在に構成し、穀類搬送ケースの底部搬送路形成体を上記下部プーリ軸支部体に
装着する構成としたので、搬送ベルトの伸張にともなうベルト張り調節にかかわらず、下
部プーリを回るときのバケットと底部搬送路形成体との間隔が常に一定に保持され、昇降
搬送漏れによる残留穀物の量は最小限とすることができる。
【００１８】
　また、穀類搬送ケースの底部搬送路形成体は、搬送ベルトの懸架方向に対して左右に２
分割されていて、装着状態で互いに連結する構成としているので、残留穀類の排出にあた
って、底部搬送路形成体を下部プーリに妨げられること無く容易に引き出すことができる
。
【００１９】
　さらに、穀類搬送ケースの最下部を設置面に対する四脚構造として開放空間を形成して
いるので、穀類搬送昇降機を安定姿勢で設置することができる構成であるにもかかわらず
、穀類搬送ケースの開放空間は、設置面上において少なくとも前後方向に残留物掃き出し
障害の無い構成とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施の形態に係る穀類搬送昇降機の全体正面図である。
【図２】　本発明の一実施の形態に係る穀類搬送昇降機の一部の斜視図である。
【図３】　穀類搬送ケースの底部搬送路形成体を引き出した態様を示す図２に対応する斜
視図である。
【符号の説明】
　１　穀類搬送昇降機
　２　穀類搬送ケース
　３　下部プーリ
　４　バケット
　５　搬送ベルト
　６　穀類排出樋
　７　上部構造体
　８　中間筒状構造体
　９　下部構造体
　１０　四脚構造
　１１　下部プーリ軸支部体
　１２　スライド支持部
　１３　調整ネジ機構
　１４　開放空間
　１５　底部搬送路形成体
　１６　係止機構
　１７　把手
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　１８　囲い構造
　１９　覆蓋
　２０　把手

【図１】 【図２】
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